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本論文は 6 章で構成されており，以下に各章の概要を示す． 
 第 1 章では，本研究の背景と目的に関して述べるとともに，諸外国の設計規準で規定されているコ
ンパクト断面の条件についてまとめている． 
 第 2 章では，正曲げ領域の鋼－コンクリート合成 I 桁がコンパクト断面とみなせる条件について，
非線形 FEM 解析により検討している．一般には，ウェブおよび圧縮フランジの局部座屈および桁の
 横倒れ座屈に対する検討を行う必要があるが，本研究で対象とする正曲げを受ける合成 I 桁橋の場
合，圧縮フランジはコンクリート床版で固定されており局部座屈は生じない．そのため，ウェブの局
部座屈よる曲げ耐力の低下のみに着目した検討を行っており，SS400，SM490，SM570 の 3 種の鋼材
に対するウェブの限界幅厚比を明らかにしている． 
 第 3 章では，塑性設計法確立のための基礎資料を得ることを目的として，鋼材の塑性域の材料特性
が断面の曲げ耐力に対してどのような影響を与えるかについて検討を行なっている．検討対象断面














 第 6 章では，本研究で得られた知見を総括するとともに，今後塑性設計法を確立するにあたり明ら
かにしていかなければならない課題についてまとめている． 
 
